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秋田から日本を眺める

と、周期から展期するのと

は遮った柿図が見えてく

る。「北東北」というコン

セプトは、これからの地方

の時代に一つの新鮮な問題

を提起するのではないかと

思つが、
西行法師にしても
議題にしても、「
鮮

というべき「北点北」に慣

れて旅に出たのであった。

いた頃は、まだ菅江真澄を

名乗ってはいなかった。本

名の白井英二に近い白井秀

雄がその名で、官江良澄を

名乗ったのは秋田にいた五
十歳代後半になってからで

ある。・以慣は安暦四（一じ

五四）年に三河の吉田宿

（現在の虫
橋市高容に生

そして近世も江戸時代後期

しら波にうちとられたれば

になると、菅江真澄の存在

すべなし」と述べて、自ら

が大きくクローズアップさ

の過去と決別し、そレて故

れる。彼は「花束北」中心

郷に戻るこどもついになか

の旅日記と図絵（色っきの

った。

スケッチ）、そして晩年に

秋田へは、市採が「象潟

は二十八詰も留まった秋

の雨や西
潔湖沼のさと

田に膨大かつ詳細な地誌を

詠んだ鳥海山麓の象潟から

残し、秋田で没した漂泊の

入り、雪潔い湯沢や横手を

旅人であっ

経て久保田
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澄は、よく知

して
間際教護

られているように信州とも

大学と地
域部漉偏楚を結ん

漂いゆかりをもっている。

で最近話題になった、はた

最近で
は浪憶知一年以上に

はた漁で名高い八森町（旧

わたって逗留し、地元の

名は岩館）経由で津軽に抜

人々に少なからぬ影簿ほ与

防、蝦夷地（北海道）にも

えたという庖尻・本洗馬の

四年間滞在して下北半島経

緯葬庵のことや、松本平の

由で再び開曜に来り、そこ

里山題、入山辺、阪ノ原な

で怜峰糟の木山係（探灘

どを巡った足跡などが『市

係）に任ぜられた後、再び

民タイムス』でもしばしば

秋田に来て、文政十二（一

嶺雄中嶋

報じられている。
もとより秋田は、真澄が

生涯の大半を過ごした地だ

妙に、残された資斜や絵図

なども多く、いたるところ

に長慢の影があって、以澄

研究も盛んである。
間際教

強大学のトップ諮問会議の

メンバーで秋田を代表する

経済人の辻兵士民は、－M澄

の代表的な図絵を数多く所

蔵されており、また所持し

た全作品
を真澄自身が寄贈

した秋田藩校・明徳館にち

なんだ
明儲稽韓両校の建物の

なかには
国際護大学のサ

テライトがある、といった

次第である。
ところで、県澄が信州に まれたとされているが、mM

橋には白井姓が多く、実は

向薦出身の私の裂の母も白

井家の出である。その真澄

は「いではみちの奥見

にまからん」として三十歳

で旅に立ったが、位初の日

記『伊那の中路』にあるよ

うに、「みすずかる科野の

国に入りつるまでの日記は

八二九）年に角館で七十数

歳の生涯を閉じている。秋

田では旧家・奈良家に居し

て
阿仁銅山、院内銀山など

の秋田奥地も巡り、丹念に

叩誌を残したのであった。
気と緑の深い民獲の

開祖・柳田国男も
管江真澄

を高く評価し、広く紹介し

ているが、真澄の姿勢は、

前回のこの欄でも触れた

「またぎ」の文化や「北東

北」亀に残るアイヌ語

名、さらには山間集落の伝

警能「番警への
窓、

旅芸人や遊女らへの眼差し

などに示されるように、柳

田の民俗学とは大きく異な

った地平を向いていたよう

にも思われる。
（国
際教聾大学理

畏u松本市出身）
畏・学
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